
福岡市の自然-山編- 

●福岡市の山と森林 

福岡市には、脊振山系のような高さ 1000ｍを超える山地や、油山、立花山など 300～500ｍ程度の中規模

な山地があり、森林が発達しています。中でも海抜による気象条件の違いから、大きく 3 つの異なった森林が発

達しており、森林環境が多様なものとなっています。福岡市の代表的な山地の植生を紹介します。 

 

脊振山系山頂部：ブナ林 

  海抜 900～1000ｍ程度、内陸部に

成立。 

落葉樹（ブナ、ミズナラ、シデ類）が

主体。 

林床はミヤコザサ等ササ類や落葉性

の植物が多い。 

 

 

 

 

脊振山系中腹部など：アカガシ林 

  海抜 500～900ｍ程度、沿岸～やや

内陸部に成立。 

常緑樹のカシ類（とくにアカガシ）が

主体。 

林床はシキミやハイノキ、ヒサカキ等

の常緑性の低木が多い。 

 

 

 

 

脊振山系山麓部、油山、立花山など：シイ林 

  海抜 500ｍ未満、海岸～沿岸部に成

立。 

常緑のシイ類やタブ類（タブノキ、ク

スノキ、カゴノキ）が主体。 

林床はアオキ、イズセンリョウ等の常

緑性の低木が多い。 

 

 

 

●それぞれの環境に生育する貴重な植物 

このような異なる環境の山林で、平成 30 年度に貴重な植物の調査を行いました。その結果、さまざ

まな植物を見つけることができました。ウスギムヨウランやホンゴウソウ等の菌従属栄養植物※が見

つかりました。 
 

※菌従属栄養植物とは？ 

一般の植物のような光合成をおこなわず、根茎に菌糸を共生させ、菌から栄養をもらって生育する植物。光合成

をしないので、植物体が緑色をしていないものが多く、一見キノコの仲間などと見間違うこともある。 

 

●ブナ林 

冷涼で冬季に雪の積もるブナ林では、落葉性の植物が多く生育しています。貴重な植物も、落葉性の

種が見つかりました。 

 

 

ブ
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林 
    

ヒロハテンナンショウ バイケイソウ ヤマブキショウマ ヒナノウスツボ 

 

●アカガシ林 

温暖ですがやや冷涼なアカガシ林では、常緑と落葉性の植物が生育しています。貴重な植物も温暖な

がらも極端な暑さや寒さに弱い種が見られました。 
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ウンゼンカンアオイ アケボノシュスラン オニコナスビ ナガミノツルキケマン 

 

●シイ林 

温暖で冬季も霜の降りることの少ないシイ林では、常緑性の植物が多く生育しています。貴重な植物

も暑い夏季に花をつける種が見られました。 

 

 

シ

イ

林 
    

ヒナノシャクジョウ ホンゴウソウ ウスギムヨウラン アキザキヤツシロラン 

 



福岡市の自然-里山編- 

●福岡市の里山 

農業などの土地利用によって間伐や草刈りされている場所を里地、里山といい、田やその周りのため池などを

含めて里山環境と呼ばれます。福岡市は、都市化が進んでおり、里山環境は東区、早良区、西区などの山地・丘

陵地の広がる地域にわずかに残されています。ここでは、福岡市の代表的な里山環境を紹介します。 

 

脊振山系山麓部、油山など：アカマツ・コナラ林 

  薪炭などの利用で過去管理されてい

た森林。最近は管理されず、常緑樹林

へと遷移しているものが多い。 

アカマツや落葉樹（コナラ、リョウブ）

が主体。また林齢が若い。 

林床はウラジロやヒサカキ、ネジキな

ど常緑、落葉性の低木が多い。 

 

 

 

脊振山系山麓部、油山、志賀島、糸島半島など：シイ二次林 

  薪炭などの利用で過去管理されてい

た森林。本州ではアカマツやコナラ林

となるが、九州ではシイ二次林が主に

成立する。 

常緑のシイ類やタブ類（タブノキ、ク

スノキ、カゴノキ）が主体。 

林床はアオキ、ヤブコウジ等の常緑性

の低木が多い。また林齢が若い。 

 

 

 

 

脊振山系山麓部、立花山（三日月山）など：その他里山環境 

  萱場やため池などに見られる定期的

に草刈りされている草地。 

ススキが主体。 

ススキの他は、ネザサ、チガヤ、ワラ

ビなどが多い。 

 

 

 

 

●それぞれの環境に生育する貴重な植物 

このような異なる環境の山林で、平成 30 年度に貴重な植物の調査を行いました。その結果、さまざ

まな植物を見つけることができました。中でも、貴重な植物は草原に生えるものがよく見つかりまし

た。里山の植物が生育するには、間伐や草刈りなどの管理によってできる明るい環境が大切です。 

 

●アカマツ・コナラ林 

伐採した影響で明るい森林に仕立てられていたアカマツ・コナラ林では、草原性の植物が多く生育し

ています。 
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オケラ キキョウ ウスギワニグチソウ 

 

 

●シイ二次林 

アカマツ・コナラ林と比べ、林床の暗いシイ二次林では、暗い立地でもよく生長できる植物で、草刈

りなどの攪乱に強い植物が生育しています。貴重な植物も攪乱に強いつる性の樹木や草本がよく見ら

れました。 
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林 
    

シタキソウ コクモウクジャク ハイチゴザサ マルバノホロシ 

 

 

●その他里山環境 

定期的に草刈り管理されているススキ草地では、草原性の日当たりのよい場所を好む植物が多く生育

しています。貴重な植物も草原や湿地で見られる種がほとんどでした。 

 
そ
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ノヒメユリ フナバラソウ チョウセンガリヤス シンジュガヤ 

  



福岡市の自然-海岸編- 

●福岡市の海岸 

福岡市は、大部分が海に面しており、海沿いに多様な自然環境が見られます。しかしながら、海沿いは，埋立，

河川改修などで，都市化が進みやすい環境条件です。福岡市における代表的な海岸の植生環境を紹介します。 

 

 

海の中道、生の松原、大原海岸など：クロマツ林 

  昔から、防風、防砂などの目的で植

栽・管理がされてきた森林。最近は管

理が行き届かず、常緑樹林へと遷移し

ているものが多い。 

クロマツが主体。林床はススキ、チガ

ヤなどのイネ科草本が多い。 

 

 

 

 

海ノ中道など：砂丘  

志賀島、糸島半島など：丘陵地 

  海からの潮風により、植物が生育しに

くい場所で、潮風に強い植物が生育。

風に耐えるように草原や低木林が広

がっている。 

砂丘はハマゴウ、コウボウムギが主

体。 

丘陵地はハマヒサカキ、トベラなど低

木が主体。 

 

 

 

和白干潟、多々良川河口、瑞梅寺川河口など：塩沼地 

  潮の満ち引きにより、海水の影響をう

ける湿地で、満潮時には植物体が冠水

することもある。 

ヨシ、シオクグが主体で、他にもハマ

サジ、ハママツナ、フクドなど海水に

強い植物が広がっている。 

 

 

 

●それぞれの環境に生育する貴重な植物 

このような異なる環境の森林や草地で、平成 30 年度に貴重な植物の調査を行いました。その結果、

さまざまな植物を見つけることができました。特に海岸砂丘周辺では、ゲンカイミミナグサやゲンカ

イヤブマオなど福岡市を含む九州北部固有の植物やこの地域で新種記載されたものが見つかりました。 

 

●クロマツ林 

林床まで光が入る明るいクロマツ林では、草原性の植物が多く生育しています。貴重な植物も、河原

や草原で見られる種が見つかりました。 

 
 
ク
ロ
マ
ツ
林    

クロマツ※ カワラサイコ ハマタマボウキ 
 

 

 

 

●砂丘・丘陵地など海岸砂丘周辺 

強い潮風の影響を受ける海岸砂丘周辺では、潮風に強い植物が生育しています。貴重な潮風に強い草

本がよく見られました。また周辺では、ゲンカイミミナグサなど、九州北部に固有に分布する植物が

見られました。 

 

砂

丘

植
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イソホウキギ ハマニンニク ゲンカイミミナグサ ゲンカイヤブマオ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●塩沼地 

定期的に海水につかる干潟など塩沼地では、海水に強い種が多く生育しています。海沿いの草原や湿

地で見られる貴重な植物が見つかりました。 
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シバナ ウラギク ハマボウ ヒトモトススキ※ 

※クロマツ、ヒトモトススキは貴重な植物群落として福岡県レッドデータブックに取り挙げられています。 
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